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1．は じめに

　本報 は、1968 年に完成した新宮殿造営の 公式記録 『宮

殿造営記録 11） ［以下引用を （記録、頁〉と略記］、並び

に市販 の 宮内庁蔵版 『宮殿』
2） ［同様に （宮殿、頁）と

略記］を参考に しつ つ
、

こ の 「記録」、「宮殿 」に記載 の 少

ない 造園設計 と施工 に っ い て論説するもの で ある。

　本年 （2008年）は宮殿造営から 40年を迎えこ の 造営

に係わ っ た関係者の数もわずか に な っ て い る。そ こで、

こ の 歴史的建造物であり国家的モ ニ ェ メ ン トともい える

宮殿 の 造園設計 ・施工 に っ い て 「記録」 「宮殿 並 び に各

種文献に散見され る造園関連記事
3＞、当時の 担当者の

一

人で あ り造園関係者として 中心的役割を果た した元宮内

庁庭園課長、國方島夫氏が作成 し保管してい た宮殿造営

時 の 設計施工 メモ 、そして國方氏の 記憶 （イ ン タ ビ ュ
ー

記録）diに 基づ き、記録して論説する こ ととした。

　なお 、こ の論説をまとめる背景には造園に関わ る諸活

動、並 び に造圃作品 の 創作に 関 わ る多くの 事実が、歴史

的記述 として後世に伝わるように記録 されてい な い
、 と

い うもどか し さがあ る 。 遠 い 過去に遡 らな くとも、近代

ラ ン ドス ケープ遺産の 記録で さえも、積極的努力がなさ

れ て きた とは い えない
6＞。現在その

一
部は 日本造園学会

の 「ラ ン ドス ケ
ー

プ作品選集」 や 「海外 の 日本庭園」 調

査報告書、あるい は学会誌 ラン ドス ケープ研究 の 「ラン

ドス ケープ ・プ ロ ジェ ク ト・ナ ウ」 な どと して記録され

て い る。 そ して、同様な役割を こ の 「造園技術報告集 1

に期待した こ とが、こ の 論説となっ た。

2 ．皇居新 宮殿造営の経緯と造園設計

　太平洋戦争後の 復興が
一
段落し た昭和 30 年代（1955

〜）、皐居 を移転して新皇居を造営 し現皇居を
．一般 開尉

べ き、とい う内容の 梟居開放移転論がお こ っ た
2）3）

。国で

は こ の 課題 に対応 し、検討委員会 「皇層造営審議会」 （大

野伴睦委員長、1960年 6月 〜 10月）を組織し、こ の 件を

審議 した。そ の 結果新宮殿は 旧宮殿跡に新 し く造営する
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こ と、新 しい お住居は吹上御苑内に 造営す る こ と、皇居

東側地区は 皇居付属庭園 （現皇居東御苑） と して整備し

開放する こ とな どを決定した （記録、173）。

　 1960年宮内庁に皇居造営機構が 設けられ、新宮殿の 基

本設計者と して 吉村順 三 （当時東京芸術大学助教授）を

指名 し、顧問に内田祥三 （東京大学名誉教授）ほか数名

を委嘱 した （記録、173）。1963年 3月吉村に よる基本設

計が完成し、引き続き宮内庁に設置された臨時皇居造営

部 （高尾亮
一
部長）に より実施設計が開始された 、 基本

設計段階で、吉村順 三 に よる庭 の 概略設計はあっ た
7＞。

しか し、宮内庁と吉村との方針の違い に よ り、以後吉村

は設計を降りて しま う
8）

。
1963 年 11 月、宮殿造営顧問

と して 吉 田五 十人が委嘱され る。その こ ともあっ て 庭園

に つ い て は、奥多摩 で 吉田 と協働して 玉 堂美術館の 庭園

を完成 （1961年 3 月）させ て い た 中島健に設計依頼 の 下

話があっ た 。 具体的には高尾亮一tが 玉 堂美術館庭園を視

察し中島に依頼を した
9）
。しか し中島は 「庭園を主体に

考えると建物の設計の変更をお願いするこ とに な るかも

しれ ない 。」 とい う意向をもっ て い たため、中島に よ る設

計 の 話は立 ち消え た。結果的に、宮内庁内部で の造園設

計 とし
、 本村雅寛 平栗徳雄 、 國方島夫 の 3 名 が 担当 し

楠岡悌．二 （宮内庁嘱託）が補佐に あた っ た 。

　宮殿建築工事は大手ゼネ コ ン 5社 （大林組 、鹿島建設 、

清水建設、大成建設、竹中工務店〉の JV （宮殿造営工事

共同企業体）が 請 け負 っ た。造園工 事は宮内庁職員に加

え、当時の 宮内庁出人 りの 業者や指名参加名簿か ら選出

され 、 やは り大手造園会社の JV（富士植木、日比谷花壇 、

檮木造園土木 （後に加勢造園に替る）、東光園緑化、昭和

造園、の 5 社）が組まれ建設 JVの 下請けとなっ た 。

3 ．皇居新宮殿の 造園設計方針 （國方メモ よ り）

【宮殿の 様式 に 配慮する】

宮殿 の 様式 （建 築設計方針）

・目本古来の美 しい 伝統建築／っ くられた時代を象徴す

る もの ／新し い 材料と 工法で表現／現代を象徴する

建築／ 「威厳よ り親愛を、荘重より平明を」 目指す

【造園設計の 方針 】
・建物 との 調和を保 つ こ と／ 品格 を備えるこ と／伝統を

現代に活 か す こ と

【材 料】

・自然の まま の 樹石 とする／樹木は 生育の よい 樹種の 中

か ら立地条件に適応 しそ の 場所に ふ さわ しい 形状 の

もの とする／全 て優秀な
一一
級品とする

【特 記】
・植物材料は生育す るに 従い そ の 形状 が 予想外に変わる

こ とがある の で 、植栽 の 設計に 当た っ て は その こ とを

考慮 し、そ の 組み 合わせ を誤 らない よ うにす る／建物

か らの景観を考慮する／そ の 場所 に最 もふ さわ しい

もの とする／各庭は 異質な要素を含む こ ともあるが

宮殿の庭 と して統
一
的な造庭精神をもっ て 貫く

4 ．造園設計 ・施工 に 関わる準備事業

　設計施 工 に先立っ 準備事業と して、皇居内 の 毎木調査

を実施した
1°）

。 将来 も健全 で あろ う樹木を選び 、 それ ら

の 種か ら苗木を育成 した 。 実際に苗木 を作っ た主な樹種

は、マ テバ シ イ、カヤ、シ ャ リン バ イ で あ る 、

　 またクス ノ キにっ い て は、熊本県内に あっ た専売公社

塩脳部で脊て て い た苗木を約 400本譲り受け育成した。

当時東京 で は、クス ノ キの 種を蒔い て も寒 さで 枯れ て し

ま う状況だ っ た 。 そ の ため 、 防寒対策とし て冬期で は苗

木周辺 に葉付きの笹竹を挿 して 風を防い だ。 苗圃は赤坂

御用地内の、後に 三笠宮寛仁邸が建 っ 場所を利用 した。

広 さは約 600坪 （約 O．　2ha）。これ らの クス ノ キ の苗木は

苗圃で 4〜5 年育成 し使用 した。

　宮殿造園の 主景樹木 を ケ ヤ キ に した
11）の は、毎木調査

の結果 300年以 ヒの樹齢をもち最も長く生育 して い る事

実が 判明 した こ と、ケヤキの 樹形が宮殿建築のデザイ ン

にも合い 、また四季感をもつ 、などとい う理 由か らで あ

る。 主要なケ ヤ キは根回しをして 2年置かな い と移植が

出来ない ため、事前に施 工 ：1二事とは別途発注 した （昭和

38〜39年、1963− 64年躑 。これ らの 大ケヤ キ は業者 （目

比谷花壇 ） が探し て きたもの で 、 浦和市内の 療養所 の 庭

や神社、畑の境界 （木）などに植わ っ て い たもの で ある。

　なお、ケヤ キ以外にも庭着 を別途外部発注して い る。

　ま た、明治宮殿時か らあっ た鳳凰 の ブ ロ ン ズ像 （大正

天皇へ の 献 h品
一

対〉、周防多々 良石、水盤 （噴水）、赤

玉 石 （吹上御苑より）は、新宮殿にも置 くこ とになっ た。

5 ．新宮殿内各庭園の設計と特徴

　 以下新宮殿内の 特徴をもっ 9 っ の 庭園区画につ い て、

まず 「宮殿」に記述 された内容 を引用 し、 次に 「國方メモ 」

並 びに イ ン タ ビ ュ
ー一結果か ら、それぞれ の 造園設計 と施

工 に関する技術情報として まとめ た。

（1 ） 南庭

「回廊と千草・千鳥の 南に ひ らけて い る の が南庭で ある。

い ちめ ん の 芝生 の 向こ うが山の斜面に な り 、 そ の 山裾を

流れがめ ぐっ て い る 。 流れは奈良県産の 貴船石 で っ くら

れてあ り、水は千草 ・
千鳥 の 間の 前面で数個所 の 滝にな

っ て 落ちる。滝 の 周辺には小熊笹の 中に、楢 ・朴 ・シ デ ・

コ ブ シ などが植 えられ て ある。 年 と共に自然林の 趣きを

み せ る こ とで あろ う。そ の 東隣 り斜面 は 大刈込 み に なっ

て い る。 」 （宮殿、178）

　南溜 （正 面玄関）よ りの 第
一

印象に配慮した景観構成

を意図した。 背景となる屋根 ・白壁 と調和 した植栽とし

て 芝生の 広が りの中に建物近 くに は ク ロ マ ツ を配植 し、

芝生園地内に大木 の ケヤキ 1本 を入れた。その 位置は、

建物内の 回廊 を歩 く人が視線を向ける よ うに意図し 、 そ

の 背景 に は 涯 戸城の 伏見櫓が散見され る よ うに考慮 した。

しか しそ の 後、桜田門外に警視庁新庁舎が 完成したた め 、

豊明殿か らの 目隠しを意図 して、後 に南東側 に ケヤ キ 1

本を追加 した。
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．
南側 の 旧江戸城山．里丸で あ っ た斜面 を利用 して 大刈

込 の 植込み とし、そ の 地形を生 か して斜面と．平坦 地 とを

っ なぎ埋 め るように流れ と滝を造っ た
12＞。こ こ は谷川 の

景色 （ワ サ ビ 田風〉 の 演出を意図した。当初、実際にワ

サ ビ 田の 造成 を検討したが 、 ワ サ ビは水温が 15℃以下 で

ない と生育しない こ となどに よ り断念し、現状の よ うな

流れ とした 。 流れ の 水 の補給は地下水 を利用 した。

　流れ 石組の 構成石材 と して、当初は 贔格の ある貴船石

の 使用を考えた。しか し、すでに本物の
．
貴船石を京都貴

船では産出 してお らず、採取も禁止 されてい た。探 した

とこ ろ、奈良県 の 木津川．上流 の 土木 工 事現場にて 類似 の

輝緑凝灰岩が現場発生材 として購入可能な こ とがわ か り、

900t を 外部発注 して 調達 した。貴船石 の一部は 本物 を京

都 の 平山庭石店か ら購入 し使用 した。 ただ し、南庭 の 流

れ最M 流 の 滝石 組みの鏡石だけは大きい もの がなく、鬼

石 （群馬県鬼石 産 の 三波石 ）を使用 した。

　なお 、こ の 流れ で は 、昭和 48年〜56年 （1973−1981）

に か け て 昆虫学者矢島稔の 提案で、人 工 的 に ゲン ジ ホ タ

ル ・ヘ イケホ タル の 幼虫やカ ワ ニ ナを入れ、ホタル の 生

育を図 っ た。カ ワ ニ ナは水温 が高い と死滅 して しま うの

で、剿 書内の 井戸水を補給 して 使用 した。

　庭園の敷石 は、筑波石 と丹波石 を使用 した。筑波石は

千鳥 ・千草の 間の 建物下 に か か る部分に使用 し流れ との

連帯感を演出した 。 丹波石は内庭と千烏 ・千箪の 間との

間の シ ュ ロ を植栽した部分の 敷石 と して使用した。

（2 ） 中庭

　　「蕉 殿 の 前庭は、中庭 と名づ けられてい る。北に 豊明

殿、南に回廊、東 に長和殿 が あっ て、こ れ らにとりか こ

まれた庭で ある 。 京都紫宸殿 の 南庭 に 相当す る。しか し

京都御所 の よ うな十八 階段 もなけれ ば、左近 の 桜、右近

の 橘もない
。 面積約 4

，
　800  

。
い ちめんに和歌山県産の

白い 卵形 の 砂利が敷きつ め られ、その なかを御影石 の 園

路が巡 っ て い る。 」 （宮殿、180）

　　「
．
また、庭の 東南隅に は、明治の 宮殿の 豊明殿中坪に

一 1　　　
虐’

空 聞 構 成 要 素
名 称 位 置 概 要 設 計 方 針

主 要 植栽 そ の 他
面 積   施 工 会 社

千 鳥 ・千
草 の 間 前

内 庭 と ギ ャ ラ リ ー前 と

の 間。殆 どが 緩 勾 配 の

斜 面。

内庭 と ギ ャ ラ リ ー前

との 間 の 庭 な の で 、
両庭 を 融 合 さ せ る 。

南 庭

回 廊 南 側

ギ ャ ラ リ
ー

棟 の 南側 に

広 が る 平坦 地 、そ れ に

続 く 斜 面 と 、そ の 裾 を

走 る 流 れ で 構 成。

庭 全 体 と し て 重 量 感

を 出 す 。

シ イ ノ キ 、ハ ン ノ キ 、
ナ ラ ノ キ 、ソ ロ ノ キ 、
マ テ バ シ イ、ネ ズ ミ モ

チ 、サ ン ゴ ジ ュ 、コ ブ

シ 、ホ オ ノ キ 、ケ ヤ

キ、ク ロ マ ツ 、　ド ウダ

ン ツ ツ ジ 、ツ ツ ジ 、イ

ヌ ツ ゲ

築 山、流 れ く青 色 貴

船 石 ・青 色 貴 船 類像

石 、筑 波 ゴ ロ タ石 敷

き 、青石 、自然

石 ） 、圓 路、池

約 5900 富 士 植 木

中 庭 正 殿 箭

儀 式 室 棟 、大 食 堂等 、
大広 間棟 及 び ギ ャ ラ

リ
ー

棟 に 囲 まれ た 長 方

形 の 庭 。

四 季 の 変 化 を 楽 し め

る よ うに す る。
ウメ　（紅 白）、刈 込

（灌 木 15 種 類 ）

園 路 （花 崗岩 ）、敷

石 （白那 智砂 利） 、
水 盤 （宵 銅 製 ）、園

路 燈 〔合 成 樹 脂 ）

約 4600 目比 谷 花 壇

東 庭 長 和 殿 前

宮 殿 敷 地 の 東 側 土 塁 と

大 広 間棟 と の 聞。南 端

は 中 門 を経 て 鉄 橋 に接

し 、北 端 は 坂 に 続 く 。

石 敷 き 広 場 の 機 能 の

斃 揮 と 、大 広 間棟 と

の 調 和 。

ケ ヤ キ 、カ ン ツ バ キ 、
サ ザ ン カ 、イ ヌ ツ ゲ、
ク ス ノ キ、タ ブ ノ キ、
モ チ ノ キ ，ツ ツ ジ

敷 石 （由 良 石 ）、仮

設 便 所、伏 見 櫓、燈

寵 （有 田 焼 〉

約 15000 日比 谷 花 壇

連 翠 南
小 食 鴬 棟

　 南

小 食 堂 棟、小 食 堂 回

廊、儀 武 霙 棟 に 囲 まれ

た 庭。水 面 が 主 体。

池 内 に 3個 の 庭 石 の

石 組 を 置 く。
ツ バ キ （紅 白 〉、モ ツ

コ ク

池 （コ ン ク リート杭

打 ）、置 燈 寵 （花 崗

岩 製 ）

約 950 昭和 造 園

連 翠 北
小 食 堂 棟

　 北

新 た に 積 ま れ た 石 垣 上

の 台 地 。狭 小 だ が 、借

景 は 雄 大。

借 景 を 引 き 立 て る と

と も に 、十 分 鑑 賞 で

き る よ うにす る。赤

玉 石 3個 の 石 庭。

サ ツ キ 、カ ン ツ バ キ 、
ク チ ナ シ 、ク ロ マ ツ

借 景 、敷 石 （白 川

砂 〉、．
置石 （赤 玉

石 〉、置 燈 籠 （花 崗

岩 製 ）

約 360 東 光 園 緑 化

内庭
御 座 所棟

　 前

南部 は 江 戸城 の 山里 丸

と い わ れ た 樹 林 で ．庭

は こ れ を 背景 と し て 3
つ の 築 山 を設 け る 。

明 る い 庭 に す る ．築

山 くブ ン ゴ ザ サ の

山・サ ツ キ の 山 ・芝

とウ メ の 山 ）

シ イ ノ キ 、モ チ ノ キ 、
ク ロ マ ツ 、ク ス ノ キ 、
モ ッ コ ク 、ト ウ ジュ
ロ 、タブ ノ キ 、モ ミ

ジ 、ブ ン ゴ ザ サ 、カ ク

レ ミ ノ

尉 林 （山 里 丸 跡 ｝ 、
築 山、流 れ （貴 船

石 ｝、園 路 （木 曽 石

ゴ ロ タ 〉、蹲 （花 崗

岩） 、置 石 （赤 玉

石 ）

約 9000 富 士 植 木

桂 壷

表 御 座所

付 属 棟 中

　 坪

イ義式 室 棟 裏 ｛則 と衷 御 座

所 附 属 棟 との 間 の 庭。
表 御 座 所 附属 棟 か ら の

眺 め が 主 体。

御 車 寄
・
休 所 （3

室 ） よ り 夫 々 の 景 を

中 心 とす る。

カ ツ ラ 、コ グ マ ザ サ 、
イ ヌ ツ ゲ、山 型 の 刈 込

｛ツ ツ ジ ・ツ ゲ ・サ ツ

キ 〉

置石 （貴 船 石 ）、激

石 （白川 砂 ｝ 、積 石

（安 由 岩 ）

約 560 加 勢 造 園

萩 壷
表 御 座 所

　 中 坪

御 座 所 の 北 側 、御 食 堂

前 の 坪 庭。
四 季 の 変 化 を 楽 し め

る よ うに す る 。
ハギ （紅 白）

敷 石 （自 川 砂 〉。置

石 　（貴 船 石 ）
約 135 昭 和 造 園

宮 内 庁 編 （1982 ）　 宮 殿 造 営 記 録 ： 宮 内 庁 刊 の 記 述 を 基 に、國 方 島 央 氏 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

に よ り作 成
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噴水 と して 使用され て い た青銅製の 水盤 を据 え、水 の 噴

出をやめて、湧水を周囲か ら落 とす こ と とする 。 」（記録、

167）

　 正殿は宮中儀式を行 う場所であるため清涼感 の ある

自砂利敷と した。白那智砂利 （和歌山県那智海岸産）は、

約 300t を東京の 老舗石材店で ある豊甫握 庭石店を通 じ

て購入 した 。 京都の 紫宸殿 の 前 に は右近 の 橘、左近 の 桜

が配 されてい るhS　13）、こ こ では左側に白梅 （群馬県赤城

産） を力強い イメ
ージ に植え、右手には植栽せず中庭 の

対角 の 位置に紅梅を 5 本、下向を隠す形 で や さしい イメ

ージとして 寄せ植え した。 これは、久恒秀治 『京者繍 園

記』中の 「南殿 の 庭に は梅を植え る」 とい う記述 を参考

と した もの で ある。ま た、当時の 風潮と して も対称的な

形は古 くさい とされ て い た 。 なお、紅梅 5 本は各地か ら

持ちよっ た もの で あっ たため 、 開花時期がそれぞれ異な

る事が施工後に分か っ た 。 その ため 、 咲く時期が合 うよ

うに後に別 の もの に植え替えた。

　軒下 の 刈込生垣は 15 種類の 灌木を寄せ植えして芽出

し、花、紅葉などの 四季 の 変化 が 楽 しめるよ う考慮した。

現在、 真中に
一
条 の 空間をもっ て 二 列状 の 生垣になっ て

い るの は、軒先か らの 雨だれ 幄 根材の 緑青）によ る被

害か ら生垣 を守る目的にて後に修 正 が 加 えられたもの 。

　当時 の 敷砂利は黒那智砂利の 使用が多く、白那智砂利

の使用例は稀で あ っ た。 しかし、 白い 丸石 の 方が周囲と

もデザイ ン 的 に合 うとの 見解か ら白那智砂利を使用 した。

し か し、一気に特定の 石 を大量 に集め る こ とで 市場疵格

が上昇す る恐れ もあり、半年をかけて石材業者 （豊前屋

庭石店）に専門業者 （岡室碁石 店）か ら入手 させた 。

　 「なお、中庭には園路にそ っ て、合成樹脂製の庭園燈

3 基を配置する」 （記録、167）が、こ の デザイ ン は、宮

殿 内シ ャ ン デ リア の
一
部も手が けた多田美波が挑当し た。

（3 ） 東庭

　 「中門に 立 っ と、面積 15，000   の 宮殿 東庭 が…望 に

ひ らけてくる。 香川県産 の 青と黄 の 安山岩が、整然と敷

きつ めて ある。 」 （宮殿、176）

　東庭は
一

般参賀で 多くの人 々 が集 う場所で あ る こ と

か ら、香川県産の 青と黄の 安山岩 （由良石）の 敷石 で
一

面を覆い 、そ の 所 々 に大木の ケ ヤ キ を点在させ た。当初

の 植樹候補は ク ロ マ ツ で あ っ た が 、マ ツ の ザイ セ ン チ ュ

ウな ど害 虫 の 問題や暴風 に弱 い とい うこ とか ら、高床 式

の 建物に合い 、関東地域古来 の 風景にも合 うケヤキとし

た。ケヤ キの 位置は参賀の 時に邪魔にならによ うに中心

を外 して 配植 してい る。 地下には駐車場 （大型 自動車約

120台収容）が位置 して い る が、こ の ケヤ キの 植栽地盤

は地下ま で 土壌を確保 した。4 本中 3本は地山か ら、中

央 1本 が 駐車場 の 中か ら生 えて い る形 に なる。庭 の 東側

は ク ロ マ ツ と クス ノキ に よ り囲む よ うな植 栽 と した 。

　東庭が長和殿 と接す る所には輻 2m の カ ン ツバ キ （愛

知県稲沢産 。 参賀があ る の で 正月に咲 く花として 白花 の

サザン カで ある品種名フ ジ ノ ミネ を混植。カ ン ツ バ キ ：

フ ジ ノ ミネ＝＝3 ：2 の 割合） の 植込みを配 し、植込みか ら

磁器製 の 有田焼灯篭 1ユ基 が 火袋を の ぞか せ る。

　　 「東庭 の 西北隅に松 の 塔 と名付 け られ た照明塔 があ

り、鉄橋の 中心線を延ばす と、庭を対角線に横切 っ て こ

の塔に達する。した が っ て鉄橋か ら入 る人は正 面遠方に

こ の 塔を見出す こ とにな る。 仲 略）塔は若松の 葉をかた

どっ たもの で 、先端 に 古代婦人 の 装身具 「く しろ」 の 形

をとっ た円輪が つ い てい る。高さは 16mb躯体を緑青発

色 した銅板でっ っ んである。照明装置を内蔵 してい て 、

夜 になると葉 と葉 の あい だ か ら照明の 光が放出され る。

こ の 塔は宮殿 の 建物 と庭 とを有機 的に連ね る意図か ら構

想 されたもの で ある。 1 （宮殿、176）

　 松 の 塔の 由来の
一

つ は、昭和天皇の 御徴に よ る。

　　「中門と、長和殿沿 い の 燈籠 と、それ に こ の 塔 とは 国

民か らの 造営費として 寄せ られた寄付金によっ てっ くら

れた。 寄付金 の総額は 96，
　161， 400円に上 っ て い る。」 （宮

殿、176）。

　 東庭 と
一
二重橋濠との 間の 土手には明治宮殿の 時か らク

ス ノ キ が植えられ て い た。それが火災に よ っ て損傷 した

の で成木の ク ス ノ キを補植 した 。
こ の クス ノ キは戦時中

に苗が配られ て育て られ て い た もの を、安行の 植木職人

が 千葉 の 房総 半島か ら探 してきた もの である。

（4 ） 連翠の庭

　 小食堂連翠に付属する北側 と南側、そ して 西側に広が

る 空間で ある。当時 「サツ キの 庭」 と言われたが、
“

み ど

りがっ なが る
”

＝

“
連翠

”

と い うこ とか ら 「連翠の 庭」

の 呼び名が定着した。

1） 連翠南庭 （写真一1）

　　「南側の庭に は大 きな池がある。池は 二 段 に なっ て い

て 、上段の 水が段差で 下段 へ 流れ 落ちる。下段 の 池に は

岐阜県産の 自然石 が 三個配置され てある。池を め ぐっ て

椿やモ ッ コ ク が植 え こ まれ て い る。」 （宮殿、179）。

　方 形 の 池 と 直線に 流れ落 ち る滝 に よ っ て 、現代的 な 庭i

とした。 建物 の ライ ン にあわせて直線の 滝を作っ た。滝

の エ ッ ヂは ノ コ ギ リ状にな っ て い て、水 の 動 きと音を演

出して い る。連翠南の間は 前席なの で、動きがあっ た方

が良い とい うこ とか らで あ る。池は水深を浅く して 、 池

底の 鉄平石 の 乱張の 模様が楽しめ る よ うに し、池の 縁石

に秩父青石 を用 い た。周囲は ツバ キ で 囲っ て 目隠し し 、

池中 に は 3 石 の 石組 が され て い るhS　14、こ れは陶芸家荒

遡豊蔵が岐阜より献 ヒした石を使用 し た。全部で 5石 が

献上されたが、3 石 は連翠南蹉 の 池中に高尾亮一が 石組

み し
15＞
、残 り 2 つ は北車寄の ケヤ キ下に配石 した。

　また、連翠の 水 辺 の 岬灯篭 は ハ ワ イの 目系人 より寄進

を受けた 375，000 円 （当時〉を もっ て 皇居内の 石 垣 石 （桜

御影〉を用い て 制作した。
こ の とき桐材に よ る木材模 型

をス ケール 1／10 で 制作 し て デザイ ン を検討 した。小倉茂

が設計 し、石材加 工は小倉庭石店が担当して筑波の 石 工

が実施 した 。 火袋の形 は連翠の 間の 中に ある芹沢鎧介作

の額絵 「春と夏」 と同 じ形にする よう高尾亮
一．一

が修正指
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写真
一2　遮翠北の間から見た達翠西庵

示 した 。 北庭にもこ れ と同じ灯篭を置い た。

2）連翠北庭

　 「北側の庭は、周囲にサツ キ の植込みをめぐらし、そ

れ に松 ・クチナシ ・寒椿をまぜ て い る。中央は い ちめん

の 白川砂 （京都産）。白砂 の 上に 置かれた巨大な三個の佐

渡赤玉 石 。 白と赤 の 対照が美しい
。

こ の 赤玉 石 は江戸時

代佐渡奉行か ら幕府に献 ヒされ、吹 Eの お庭に据えられ

てあっ た もの を、こ こ A 移 されたの で ある。庭の はるか

彼方には本丸 の 石垣が見え、石垣上 の 富士見多聞櫓の 白

壁が印象的に視野に入 っ て くる。」 （宮殿 179）。

　皇 居 内の 樹木 ・樹林の 借景を 主 と した テ ラス 状 の 庭 と

し、白砂利敷き の 中に 江戸城以来伝来の 佐渡 の 赤玉 tffを
3つ 使用 して枯由水 （石庭） とした。

　四角い 切石 （真鶴 石 60× 60× 90cm 皐居 内の 石材で は

なく豊 前屋庭石店より購入）を、間を空けて置き内と外

との 仕切 りと した。大きな塀で は連翠から借景が見えな

くなり、小 さな垣 で は建物とは合わな い の で切 百を置く

こ とに した。 赤 玉 石 3 石 の 内 2 っ は 元 々
、 吹上御苑観瀑

亭脇に あ っ た もの
、 もう1 っ は旧御馬検所横にあっ た。

なお 、切不 垣 のデ ザイ ン と石 組は國方島夫が担当 した 。

　宮内庁庁舎が見え る の で、モ チ ノ キ を植えて 日隠し と

した。また視線を集 め、か つ 後ろの景色 （本丸の石 垣、

富士 見多聞櫓 の 白壁）にも視線が 通るように、赤玉石 の

後 ろに仕立物 の ク ロ マ ツ 3 本 を配植した 。

3）連翠西 庭 （写真一2 ）

　連翠北 の 間の 窓か ら西方向に見え る借景部分を便宜

上 西庭とこ こ で は呼ぶ こ とにする
16》。

　連翠の間の 床高を調節して遠方 （西側 ・北側）の景色

の 見え方を整 えた 旨の 記述がある
17）。しか し こ の とき調

節した の は床高だ けで はな く、借景となる樹林 ・
樹木も

自然な景色になるように景色を整えた。西側 へ の 眺め （西

庭）は 皇居内 の 紅葉山と道灌濠が借景として美しく見え

るように、周辺樹木を整枝剪定し、補植も行っ た。

（5 ）内庭 （写真一3 ）

　 「南棟の前面に は 内庭がひ ろ が る。園路の ある芝生 の

庭で、東側は 南庭に つ づ き、西側は五条の 筋つ きの 塀 に

とりか こ まれ て い る。南側 の 芝生 の さきは 築山とな る。

こ の附近
一

帯は もと江戸城山里丸の地 で あ る。 山里丸か

ら吹上御苑 へ 通ずるとこ ろに内苑門がある。昔の形式を

踏襲した うつ くしい 小門で ある 。 」 （宮殿、180）

　五条 の筋っ きの 塀 は 在来の もの で あ る。 この庭園は 昭

和犬 皇が御政務の 合間、御気軽に御散策され る こ とを意

識 し四季変化の ある明るい 空間を演出した。 そ の ため に

広い 芝生 、 そ の 向 こ うに 三 つ の 築山 を 配 置 、 そ の 山を特

色づける た め、ブ ン ゴ ザサの 山、サツ キ の 山、ウメ を配

した芝山
18）

とい う配置とな っ た。南側の 在来樹林の 中に

は、ご要望 に よ りヤ マ ボ ウシ を植えた 。

　警視庁新庁舎が完成 し、庁舎か ら中の 様 子 が見えて し

ま うの で 目隠しの ク ロ マ ツ を 追加 した 。 そ の ク ロ マ ツ の

近 くに人間大の 鳳凰 の ブ ロ ン ズ像が置かれ て い る。

　園路の石 は 当初桜川砂敷で あっ た が、後の管理 や歩き

易さか ら主要な部分を木曽石 ゴ ロ タ の 乱張りに改修 した 。

表御座所南棟の近 くに、星族方の 御休所と して利用され

る 「バ ラの 間」 と呼ばれ る部屋 が ある。こ の 部屋 の 前の

植栽 に は バ ラを取 り込み 、また、皇居 内に あっ た残 りの

赤玉 石 を置い た 。 表御座所棟と千鳥 ・千草の 問との 問に

は地盤に約 4m の 高低差がある。そ の 段差には余っ た石

で崩れ石積みの 石垣に した。こ の 御休所内 か ら外は見え

るが、外か らは見えない ようになっ てい る。庭 の 見切 り

と して高さの 変化をっ けた トウジ ュ ロ の 歹IJ植を した。

御座所 の 近 くに 植えて あ る ツ ツ ジ の 脇 に ア メ リカ デ イ
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ゴ が植え られ て い るが、こ れは後 の 補植。宮内 庁職員官

舎内にあっ て 大き く育っ た もの を 、 官舎取 り壊 しの 際、

侍従を通 して 昭和天皇に移植 を提案 したもの で ある 。

　庭園内の カナダカ X デはカナダから 、
ポ トマ

ッ クサク

ラ は ア メ リカ か ら、ボタ ン は 目中友好協会か ら献上 され

たもの で 、こ れ らは回廊より望見 されるよう配植 した。

また、ヒ マ ラ ヤ ス ギ の 大木は明治宮殿時代か らの もの
。

（6 ） 壷庭

D 桂壺

　　「北棟 と正殿 との あい だ は 四方 を建物でか こ まれた

壺庭 で ある。西南隅に桂を植 えて あるの で桂壷 と呼ばれ、

南辺 をめぐる廊 ドは桂廊下と名づ けられ て い る。桂の ほ

か に は寄せ植え の 刈 り込 み が あ り、そ の 他は 白砂利が敷

きっ め て ある。 庭 の 正 殿寄 りは 、 城郭 の 「武者走 りj に

似た安山岩の うつ くしい 石 積み斜面にな っ て い る 。 正殿

は高床なの で 、長和殿か ら見る と正殿の 床下をへ だて て

こ の 斜面が 目に うつ る。」 （宮殿、180）。

　カ ツ ラ主体の 庭 で 、狭い空間を垂 直に伸び るカ ツ ラの

幹 と、新緑 ・黄葉 を楽 し めるように した。北御車寄か ら

宮殿に まっ すぐ入 る と、中庭の 向こ うに廊下が見えて し

まう、これ を隠す意味で もカ ツ ラの群植は効果をもつ
。

　 こ の 庭 の 由良石 の 石積み斜面は、東庭の 石を切 り出 し

た時にでたもの か ら適 当な もの を選び、建築サイ ドで設

計施 工 した もの で ある。 庭園の 主景 は 白川砂を海に、イ∫

を岬 ・滝に 見立て て構成した。

　現状 コ ウヤマ キ の 生 垣 は、当初ツ ゲ の生 垣 で あ っ た。

これは生垣が低 く客人から廊下が見えて しま うため改修

した。 また 、 山型 の 灌木刈 り込 み は廊下よ り侍従と客人

との間の 目隠しの役割 も果た して い る。

2）萩壷

　 1桂廊下 と南棟の あい だに も、もう
一

つ 小 さい 壺庭がで

きて い る。 白川石 を敷い た 上 に 、
三個の 石 が置かれてあ

る。 背景 は桂廊下背面の 白壁 。
こ の 白壁 に 沿 うて、それ

よりも低い も う
．一

つ の 白壁 の 塀が走る。 塀には
一

文字瓦

を葺い て ある。 北西隅に紅 白の 萩が植えて ある の で、こ

の庭を萩壺 とい う。龍安寺石 庭を連想させ る よ うな好も

しい たたずま い で ある。」 （宮殿、180）

　紅白の ハ ギを自砂敷き の 中 に配植し、清楚な感 じの 中

庭 と した
。 冬場 に は景色を演 出す るた め の 適度な刈込 と

し、春先 の 枝 の 伸長 を待 つ よ うに した。

5 ．おわ りに

　 「記録 」 の 解説編はA4 版全 758 頁 の 大冊。しか し、

8 頁にわたる 目次に登場す る 「造園」の 文字は、第 5章 実

施設計の 大要 の 「第4 節 造園」 の みで 、その 本文頁数は

7 頁 （167− 172） しか な い
。

こ の 論説が、「記録」 を補い

宮殿造 園 の 記録と して 、後世 に役 立 て ぱ幸 い で あ る。

　最後 になるが、快く資料提供 、 イ ン タビ ュ
ー

に応 じて

い ただ い た國方島夫氏 に重ねて御礼申し上げる 。 なお、

提供 を受けた各種資料、造園当時 を記録 した 8 血 映画

（V皿 ビデオ に変換編集済み の もの ）、ス ライ ド写真
一

式

は、東京農業大学造園科学科造園情報 セ ン タ
ー内の 「近

代ラン ドス ケ
ー

プア
ー

カイブ」に保存させ て い ただ い た。
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